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概要

この講演の目的は，線形代数学，位相空間論，複素関数論，代数学の初歩に触れた

ことのある方にリーマン面の理論の一端を紹介することである．

リーマン面とは，１次元複素複素多様体，すなわち (局所的に)複素関数論が展開で
きる曲面のことである．たとえば，球面や皮だけのドーナッツや二人乗りの浮き輪

などもリーマン面である．代数曲線，円 x2 + y2 = 1や放物線 y = x2 も複素数の範囲

で考えればばリーマン面となる．

空間を調べる際に，その空間上で定義された関数 (環)を調べるのは常套手段である
が，コンパクトなリーマン面上には，大域的な正則関数が（定数関数しか）存在しな

い．したがって，極の存在を認めた有理型関数 (体)や局所的な関数の集まりである
層の概念が極めて重要になる．リーマンーロッホの定理は，層（コホモロジー）の理

論を用いて示される定理で，リーマン面上の特定の極を持つ有理型関数の数（次元）

を計算する手がかりを与えてくれる．この講演では，最も基本的なリーマン面であ

る球面とトーラスを通してリーマンーロッホの定理の紹介をしたい．
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